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権利関係⑧ 
保証・連帯保証・連帯債務 

 

○×式確認問題 

【問題】 

 

 

 

＊ 解答をするときは、必ずどこで判断したかを、下線を引くなどして明確にチェックを入れ  

て、正誤判断をすること。不明なところは？マークを入れておくと後から復習しやすい。  

 

 

 

１  保証人となるべき者が、主たる債務者と連絡を取らず、主たる債務者からの委託を受け

ないまま債権者に対して保証しても、その保証契約は有効に成立しない。 

 

 

 ２  保証人となるべきものが、口頭で明確に特定の債務につき保証する旨の意思表示を債権

者に対してすれば、その保証契約は有効に成立する。  

 

 

３  Ａが、ＢのＣに対する1,000万円の債務について保証人となる契約を、Ｃと締結した場合、

ＣがＡに対して直接1,000万円の支払いを求めた場合、ＢがＣに600万円の債権を有してい

るときでも、Ａは、1,000万円の保証債務を支払わなければならない。 

 

 

４  ＡがＢに1,000万円を貸し付け、Ｃが連帯保証人となった。この場合において、Ａは自己

の選択により、Ｂ及びＣに対して、各別に1,000万円全額の請求をすることができるが、同

時に1,000万円全額の請求をすることはできない。 

 

 

５  ＡがＢに対して負う1,000万円の債務について、Ｃ及びＤが連帯保証人となった場合（Ｃ

Ｄ間に特約はないものとする）、ＣがＢから1,000万円の請求を受けたときは、Ｃは、Ｂに

対し、Ｄに500万円を請求するよう求めることができる。 

 

 

 ６  ＡとＢが1,000万円の連帯債務をＣに対して負っている場合において、Ａが債務を承認

して時効の完成が猶予されると、Ｂの連帯債務の時効の進行には影響が及ぶ場合がある。 
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 ７  ＡとＢが、Ｃから土地を購入し、Ｃに対する代金債務については、連帯して負担する契

約を締結した場合で、ＡとＢの共有持分及び代金債務の負担部分はそれぞれ２分の１とす

る旨の約定があるときは、ＣはＡとＢに対して、それぞれに代金全額の支払いを請求する

ことはできるが、同時に代金全額の支払いを請求することもできない。  


